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ヒツジコラーゲン由来代用血管(Omniflow(R))の基礎的検討
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151ヒツジコラーケン由来代用血管（OmnifIow⑧）の

基礎的検討．
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小口径代用血管としてこれまでいくつかのコラーゲ・ン

代用血管が弱発されており，教室でも自家コラーゲン代

用血管であるSparks-Mandril,保存ヒト騰帯静脈，ウシ

頚動脈を用いたNegativelyChargedBovineHetero‐

graft錘およびSolcograft-P③について基礎的，臨床的

に検討を行ってきたが，とくにウシ頚動脈由来の代用血

管は長期耐用性に問題があった．今回はポリエステルメ

ッシュ補強ヒツジコラーケン代用血管Ｏｍｎｉ且ｏＷ③(Bio

NovaNCoTechnic葛Pty､Ltd.）の生物学的特性につい

て基礎的に竣討した．

DardikBiograft②と異なり内径が均一であり，遠隔期

の癌形成はないといわれている（図１）．

光顕的にはポﾘｴｽﾃﾙﾒｯｼｭを支持として,その

周囲に形成された線維性結合識から成っており，線維細

胞の核が残存している．ElasticavanGieson染色では

グラフト壁は豚原線維が主体で弾性線維はほとんど認め

られない．メッシュ周辺には異物巨細胞を認め，壁内に

は新生血管も認める．

走査電顕では内面は無構造なコラーゲンから成ってお

り，一部メッシュの露出した部分を認診た。内径６ｍｍ，

長さ６ｃｍのグラフトを体重１０～１５ｋｇの雑種成犬１０

頭の腎動脈下腹部大動脈に移植した．中枢，末梢とも

6-0polypropylene糸１点支持連続縫合による端端吻合

を行った’○Ｆは内腔保持性がよく，針の刺入が容易で

縫合しやすい反面，粗暴に扱うと断端は裂けやすかっ

た．摘出標本は光頭的，走査電顕的に検討した．

実験方法

Omni8owgraft（○F）はSparks-Mandril法に準じ

て，ヒツジ皮下にポリエステルメッシュを巻いたシリコ

ンロッドを植えこみ，１２週から１４週後に取り出し，グ

ルタールァルデヒド固定したものである．肉眼的には

壁は薄く，コラーゲン内のメッシュが透見できるが，
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図１ヒツジコラーケン代用血管(OmnifIow唾） 図２移植３か月後
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